
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
み
、
学
級
数
名
の
作
品
を

選
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
月

十
六
日
（
水
）
、
学
級
弁
論
大

会
で
、
そ
の
数
名
の
弁
論
を

聞
き
、
学
級
の
代
表
を
選
出

し
ま
し
た
。 

 

弁
論
大
会
当
日
は
、
全
学

級
九
名
の
代
表
が
、
学
年
の

枠
を
越
え
て
、
弁
論
を
競
い

あ 

十
月
十
日
の
土
曜
日
授
業

で
、
第
二
回
目
と
な
る
校
内

弁
論
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
学
校
教
育
目
標

で
あ
る
「
言
葉
を
育
て
、
心
を

育
て
、
人
を
育
て
る
」
取
組
の

一
環
と
し
て
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

ま
ず
七
月
、
二
週
間
ほ
ど
か

け
て
、
全
校
生
徒
が
弁
論
の

原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
身
近

な
こ
と
を
も
と
に
、
自
分
を

見
つ
め
て
、
家
族
や
友
達
、
学

校
生
活
や
社
会
に
目
を
向
け

て
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を

一
生
懸
命
に
書
い
て
く
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
夏
休
み
に
、
全
員
の

原
稿
を
私
と
国
語
科
教
師
で

同 

合
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
審
査
員
と
し
て
、
校

長
・教
頭
に
加
え
て
、
学
校
評

議
員
の
神
崎
恭
行
様
、
佐
藤

征
志
様
、
評
議
員
代
理
の
林

耕
司
様
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
よ
り
客
観
的

な
審
査
が
で
き
ま
し
た
。 

        

講
評
の
中
で
、
学
校
評
議

員
で
本
校
元
校
長
で
も
あ
る

神
崎
様
か
ら
「
弁
士
の
皆
さ

ん
は
、
言
葉
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
人
の
心
に
残
る
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
の
よ
さ
が
よ
く
出
て
い

ま
し
た
。
特
に
、
三
年
生
は
さ

す
が
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
を
聞
く
皆
さ

ん
の
態
度
も
立
派
で
し
た
。

論 
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ク
ー
ル
な
（
い
か
し
た
）
生
徒 

マ
ナ
ー
を
守
る
（
礼
儀
を
わ
き
ま
え
た
）
生
徒 

ニ
ー
ズ
が
あ
る
（
必
要
と
さ
れ
る
）
生
徒 

シ
ー
ン
を
創
れ
る
（
場
面
を
演
出
で
き
る
）
生
徒 

弁
論
は
、
自
分
の
言
葉
で
話
さ

な
い
と
相
手
に
は
伝
わ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

さ
ら
に
こ
の
大
会
を
発
展
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
っ 

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
（
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
、
書
く
こ
と
）
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
お
忙
し
い
中
、
本
大
会
に
ご

出
席
い
た
だ
い
た
保
護
者
や
地

域
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

成
績
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。 

 
 
 

 

四
月
二
十
一
日
（火
）に
三
年

生
が
実
施
し
た
「全
国
学
力
・学

習
状
況
調
査
」に
つ
い
て
、
こ
の
た

び
本
年
度
の
調
査
結
果
を
分
析

し
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
し
た
。
別
添
の
「
学
力
特
集

号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「教
科(

国
語
・数
学
・理
科
）に

関
す
る
調
査
」
と
「
生
徒
質
問

査
」施 

   
 

す
。 

最
優
秀
賞 

三
年
一
組 

山
本 

詩
音 

優
秀
賞 

三
年
二
組 

塩
﨑 

悠
翔 

優
良
賞 

三
年
三
組 

栗
燒 

裕
也 

特
別
賞 

二
年
三
組 

中
芝 

光
功 

一
年
一
組 

杉
山 

弥
優 

努
力
賞 

二
年
一
組 

前
原  

 

鈴 

二
年
二
組 

實
吉 

結
生 

一
年
二
組 

高
瀬   

翔 
 

一
年
三
組 

西
尾
光
太
郎 

   

紙
調
査
」を
基
に
分
析
し
て
い

ま
す
。
学
校
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
家
庭

で
の
取
組
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

詳
し
い
結
果
分
析
に
つ
い
て

は
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

近
日
中
に
公
開
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 


